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19世紀末女流作家群像
亀 山 照 夫
「女性は 自由になるべきです一 ぼ くたち と同 じくらい自由に」
(EdithWharton,TheAgeofInnocence)*1




分 るであろう。 これ らの作家 が どのような過程をへて作家 としてり独 自の主張を もち,そ=れが どの よ・
うな時代の批判を越えて現代まで生 き残 っているのか,と いうことに筆者は強い関心を抱 いていた。
彼女たちの個性表現には反論はありながらも,彼女らの力強い主張にいまさらながらに納得せざるを
得ないのであ る。
作家の資質 は,〈もの〉を見るヴ ィジ ョン と,投 影 された くもの〉へのセンテ ィメン トによつで,
またそれを言葉に表わす能力によって描かれた世界もずいぶんと変わってくる。カンヴァスに描かれ
た風景ひ とつ とってみて も,書 き手の心象の微妙な差異によって変化 して,い ままでの書 き方が安定
から不安と幻滅に変わることがある。その変化は時代の流れを感 じ,それを受け とめる作家の感性の
差異 によって生 じる ものであ る。
アメリカの世紀末は表面的には安定 した時代にあった。 しか し,時 代を共有 し,地 方に安住 した女
流作家たちの 「実際の場所,風景」をしっかり見ていると,幻想という架空の世界へ筆先を転換させ
ねばならな くなる彼女たちの苦悩がほの見えて くる。JuliaBaderのきわめて刺激ある論文*2に触発






く心 の風 景 にひ たす らヴ ィジ ョン を閉 さそ う とす る 「白鷺 」("AWhiteHeron",1886)の作 家 ジ ュ
エ ットがいる。押 しとどめる余裕 もな く,止め ようのない洪水に押 し流 されて,時 代の要請に便乗す




かくて,世紀末の変化の時代に生 きた彼女たちは,自 由を願いなが ら保守を守ろうとする姿勢 と
「自由」を主張 しよう とした側の姿勢 とに別 れ,そ の表現のスタイルはさまざまであ る。それゆえ彼
女たちの内側に向けられた解放への叫びがどのようなヴァリエイショソで表現されているのかを,具
体的に見ていきたい欲望が筆者にはある。もちろん彼女らのヴィジョンそのものを破壊 しようとする
快感は毛頭な く,む しろ彼女たちが大切に築き上げた心の網膜の内 と外のヴ ィジョンを目撃 し,そ れ
らが時代の変遷 と共に 「溶けゆ く」哀 しみと,必死にその残像を止めておこうとする努力を見据えた
いのである。
四人の女流作家全員とまではいかないが,こ こではまずジ ュエ ット文学 の特性 から始めて,ヴ ィジ
ョンの布置 とその 〈揺 らぎ〉を目撃 し,地 方色文学 とリア リズムの関係 を考え,シ ョパ ンでは,地 方
色か らの脱皮の姿勢その ものがヴ ィジ ョンの変化 とどう係わって くるかを考 え,ア メリカの世紀末 を
フェミニズム的思考か ら,男性 とは位相 を異にする女性作家の主張 を取 り上げ,最 近の文学のキ ャノ
ンか ら,世 紀末文学 に新たな動向が加味 されて きていることを筆者な りに強調 したい と思 っている。
(1)
セアラ ・オーン ・ジュエ ッ トといえば地方色作家 というレッテルを貼 られ,田 園牧歌(お よびその
黄昏)を 書 き綴 った作家 といえよう。都会 に憧 れなが ら,し か も生 まれ故郷の美 しい風景("The




りに し,単 なるフェミニズム志向 とは異 なる,凛 として風格ある人間性を保ちつづけている ことが,
ジュエッ トがフ リーマンとは一味違 った作風 を見せて現代までに息づいている証拠なのである。短篇
「農 夫 フ ィンチ 」("FarmerFinch"1885)や「マ ーサ の 淑 女 」(``March'sLady"1899)に見 られ る
ように,.田舎人の崩れ ようとして崩 れない,踏 み止まる人間 としての尊厳 を維持する主人公たちがい
る。 『デ ィー プヘ イ ヴ ソ』(Deephaven,1877)でMrs.Dockumの語 る 「ジム の寡婦 」 が 狂 気の 一 歩
手前で踏み とどまる女 としての踏ん張 りに,ジ ュエッ ト文学の神髄を見る。
「いい隣人でね,い つで も自分の生活の余力に したが って行動 しているの。夫 とい っしょにいた
ときはまった くひ どい目にあったわ。彼はいつでもだ らしな くて,の んだ くれててたの。彼女の額
の くぼみに気がついた?彼 女 を殺そ うと思 ってあそこめがけて石 のボ トル を投げつけたのよ。」
「ああっ」 とケイ トと私はあまりのシ ョックに絶句 した*5。
『デ ィー プヘ イ ヴソ』 は,ボ ス トンに住 む女 子学 生Helen(「私」)とK:ateLancasterが,夏休み を





絶 えず 自己に強要 し,「田園」 と 「都会」の二重の視点の どち らとも兼ね備えようとした,ま ことに
危うい立場を取 っていた といってよいだろう。その危惧感は例えば1877年6月2日IdaAgassizHig・
g孟bsonに宛てた手紙 でIdaが1)8ψ加 び伽(1877)を読んだ感想に対す るジ ュエッ トの返信 によ く表
れて い る。
あなたがお手紙の中で ひとこと言 って くれた ことが私は嬉 しくて仕方がなか ったのです。つま り
私が田舎の人 々を滑稽な存在 に しなかった こと。 もし私がそんな ことを した とした ら,と って も残
念だったろうと思います。 というの も,私 は戸外の生活が最 も好 きだ と日頃思 ってお ります し,医
者を していた父 とあち こち馬車で出かけるようにな って,私 は古風な田舎の人 々が一層好 きになっ
て しまったか らです。あの人 たちの流儀はずっ と知 ってお ります し,現 に一緒に暮 らしたい と思 っ
ていますので*6。
ジュエッ トの生 まれ育った世界はニ ューハンプ シャーのポーツマスか ら十数マイル,ピ スカタクァ
川を遡った ところの,豊 かな田園を背後に控えた川辺の小さな町サウス ・バー リヅクであ り,上 にあ
げた手紙にも記されているように幼少のころ往診する父の馬車にゆられてその近辺を隈な く見聞した
経験を背景に している。それゆえ二重の視点を とるとい って も,田 舎人を 「軽蔑」のまなさ しで見る
な どというのではな くとも,友 人に この ような言い訳 をせねばな らなかった ことは,ジ ュエ ッ トの大
きな弱点であった。客観的に画家のような視点をとることは,時には田園を吹きぬける爽やかな風の
ように,実 にすがすが しい文章 となって現われるが,反 面,憐 患,同 情 とい ういささか中途半端なか
たちのままで,田 舎人の悩 み苦 しみを真に体感で きぬ ままで終わ ることがある。 『ディープヘイヴン』
の 「私」,そ して 『とんが り縦 の木 の あ る国』(TheCountryofthe」PointedFirs)(以下 『とん が り櫓i
の木』 と簡略の名称で記す)*7の語 り手の 「私」のように,作 者は余計な部分は 自分の視点か らす っ
ぱ りと切 り捨 てた。そ:れをJuliaBaderは「溶けてい くヴィジ ョン(視 点)」とい う言葉 で表 したの
である。余韻だけを残 し,真 実の田舎人が姿は彼方に消え去 る(消し去 る)ままになるのではないか,
という不満の批判が出て くる。そこにジュエッ ト文学の陥穽が浮 き彫 りにされる。
物語の主人公が「異性間で胸が ときめ く」ことはジュエッ トの場合ない とい って過言ではあ るまい。
『歓楽の家』や 『無垢の時代』では華麗な恋模様,心の激 しい葛藤を描きだしたウォー トンに比べる
と比較にはならない。彼女の描く世界はセピア色の色挺せた単彩色で しかない。そうした世界を好ん
で描きだ したジュエッ トが地方色の作家であるといわれるのもむべなるかなである。 しかし最近
EHzabethSilverthomeの手 に よ って ジ ュエ ッ トめ伝 記 が 出版 され,か な り刺 激 的 な,物 議 をか もす
部分があってなかなかおもしろい伝記 である。彼女にも秘密の花園があったのか と思わせる*8。
1879年の文学上の師 で もあった父 を亡 くした(1878)ジュエ ッ トは,当 時出版界の大御所の夫
Jamesに急死された(1881)AnnieFieldsと互いに慰謝 しあ うことから急接近 し始めた。文字通 りに
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「ア 二一 ・フ ィール ズ とセア ラ ・ジ'ユエ ッ トは 恋 に落 ちた。」*9
文壇の取り巻 き連中からやっかみ半分で二人の関係をとか く噂されたりして,今 日でも研究家の中
には二人を同性愛 ととらえるむきがあ り,興味のある ところで もある。SarahWayShermanは「女
の恋人」に触れて,「そのような情熱的な友人関係は,や さ しさ,感 覚に訴えること,そ して母一娘の
絆の安全性を維持 していた」ことの妥当な線で落ち着いていて,あまりレズビアン的な暗部にまで入
っていかない。 もちろん資料的に間接的表現以外,ほ とん ど残 されてはいず,推 測の域 を脱 してはい
ない 。だ が伝 記作 家Silverthorneは「19世紀 後 半 で女 性 は,ロ マ ン テ ィ ックな レ トリ ック と肉体 的
な接触で互いに自由に好 きだ と知 らず知 らず表現 していた」*10とい う言葉でかわ しているように,当
時の性知識か らすれば,レ ズビアン的思考は無かったに等 しく,二人の親密な関係は決 して 「稀」な
で きごとではなか ったようだ。
だがその実態は どうであれ,SarahShermanが,思一娘の関係性 で新 たにジ ュエ ッ トの作品論を展
開 してい るのは瞠 目すべ きだろう。 この変化は,単 に女性が従来そ うあるべ きもの と見なされてきた
ひ弱な家庭的な観察眼から抜け出て,男性の視覚 と逆転 して,自立した女性のもつ厳 しさに裏打ちさ
れたヴ ィジ ョンであることがはっきりした ことか ら起 こったのである。
例えばTheCountryofthePointedFirsでは,父 系社会は存在せず,同 性愛的な母系社会が全編 を
覆っていて,む しろ母方のBrackett家か らBQwden家への権威は大 きく,tッ ド夫人はその直系 と
してこの世界の最後の光芒を支えてい く女性守護人の役 目である。「悲嘆や死は認められたものの,
哀 しみか ら,強 さと:再認識が生 まれる。」*tiその名前か ら 「死の夫人」(Todd⇒Todの連想)'の一面
は認められはする ものの,「治癒」 へ とおのれの力を還元 してい くところの,〈良き母〉のイメージを
荷なってい く。Shermanはそう解釈 する。Bowden家の夏の 「再会」すな わち祝宴 において,そ の
場に招待された語 り手が,ト ヅ ド夫人が差 し出す 「再会」の字がまぶ してあ るバイを食べる場面で,
人 と人 との友愛を意味する象徴行為の解釈のみ ごとさには,瞠 員させられる し,これ らの人 々や風景
が,最 終場面では語 り手の視界か ら 「死に絶 えて」(Todd夫人の 「死の力」 が及んだのか)い くも
のの,Sherma"は「愛の持続」は 同時に'肯定 し,ジ ュエッ トの現実肯定の線を崩 そうと しない。 そ
こに この研究家の知識 と力強い自信 とが溢れている。
ジュエ ッ トの文学 では微温的な雰囲気が漂 っていて,な ん とももどか しいと異論 を唱えた小説家が
い る*12。そ う憶 測 され る原 因の ひ とつ には,ア ニ ー ・フ ィール ズ=セ ア ラ ・ジ 丘エ ッ トの コ ンビ が
周囲を周囲を女の垣根で囲ってしまって,そこから眼下を脾睨する,いわば女系社会の無事安泰な視
野 に立っていることが挙げ られるだろう。コ トパを紡 ぎ出す自我の世界に安泰感があ り,自 然の優美
な世界を現出することになる。日常的には表層の自然観や人間観が中核に据えられているが,彼女は
あ くまで女性中心のmatrifocal世界にいるという安心観 から,男 との軋櫟 や心理的動揺 を隠す こと
が で きる*13。
『とんが り縦』の中で,「私」が トヅ ド夫人に連れられてグ リーン ・アイラン ドに行 く途中,「家の
うしろのとうひ杉の上の方に掲げてある旗は どうしてあるのですか」 と熱心に聞 くと,「ああ,あ れ




ボ ウデソは軽蔑 しきった驚 きの表構で私を見つめた。」(54)ここで も し トッ ド夫人 とい う安全弁 な
かったならば,彼 が夫人の甥であっても,男性に対する反 目の感情が無意識の内に 「私」の中に流れ
たか もしれない。 それほ ど 「私」はあやうい平衡感覚の上 に立 っているのである。気持ち を平衡状態
に して くれるのは,ト ッ ド夫人 と母親の ブラケ ッ ト夫人に対 する絶対の信頼のグ リーン ・アイラン ド
とい う女の城 に急 いで逃げ込 もうとする 「私」の無意識の意識があるか らであ る。 ジュエ ッ トの小説
で女の牙城を脅かす男の存在は皆無に近い。孤島 に母親 と一緒 に住む息子のWilliam.は母親の居場
所 に安住 して しまい,「息子 でもあ り,娘 で もある」(62)と母親 に取 り込 まれて しまって いる。 男
の体臭 を放 つ存在は,ジ ョアソナを捨て,「うさん臭 い 目を したおだて るのが上手な男」(126)とト
ッ ド夫人に唾棄された男ただひ とりである。(トッ ド夫人に もか っては他の男への思慕があったが,
彼 については多 くを語 らない。)女の牙城が作者ジ ュエ ッ トの願望であ り,秘 密の花園の内側 で女だ
けの香 りと慎 ま しさの花 がひ らくのである。
語 り手の 「私」がダネ ッ ト・ランデ ィングに着 いた ときは,ま だ六月 であ り,あ た りの木々は新鮮
な緑 に包 まれていた。 しか し八月 も終わ りになって「私」が この村 にお暇 を しょ うとしてい るときは,
「濃い色合い」の緑を帯びるようになる。秋にむかう季節の変化はわれわれの生活のテンポを急がせ,
歴史の流れを否応なく感じせしめ,都会への傾斜を早めがちになる。都会に住む文化人の宿命てもあ
る。そんな時,「私」 も周囲の色彩の変化を微妙に感 じ,深 緑の,い わば生命の衰退へ と向かってい
くなかで,田 舎人が 「母の暖かさ」*14を切望 し「心を暖めてほ しい」とひそかに願 う心 を振 り切 って,
この世界を自分の視界から抹消 してしまう 「私」の性急さが気になるのである。十分観察 し終えてこ
の地を去る満足感が出ていればまた違ってくるだろうにと思われる。都会的な視野 と田舎人の視野と
`
が重なった と思った ら,も う別 れがあるという時間的制約の中での この ような言い方をするのは,牽
強付会の誹りもあるだろうが,物語があまりに美 しく,また文体もきわめて柔軟な,格調高いものが
あるか らこそ,二 重の視点が もつ陥穽を意識せさるをえない。
そこで研究家JuliaBailerの視点を考 えてみ よう*15。世紀 末女流作家の 「場所,あ るいは風景」は
もともと 「堅実なもの,本 当らしさ」を提 供 して くれ るものであ る。女性であ ることの 「毎 日の仕事
や単純な家事の 目的 とい う静かな威厳 に,自 らを主張 している。」 ところが,男 性に 「独立」 が欠け
ていると(色 々と事情は考 えられるが,こ こにも女性中心主義的思考 があるこ とは確かである),「ヴ
ィジ ョン(視 野)は 歪曲され,中 心 はぼけて くる。」特 にジ ュエ ヅ トの6と んが り縦の木』ではこの
現象は顕著である という。 男性 の世界の「絶望,男 や もめの痛み と空虚感」に対 する,・女性の 「接触,
共有;慰 謝,勝 利」 とが同 じリア リズムの構造の中で二重性を帯びて くる。一方の世界は リトルペー
ジ船長の語る 「待つべき世界」である非現実な世界であり,もう一方はブラケット夫人の率いる 「社
会的,家 族的,堅 実な事実」の「母系的な牧歌の世界」であ る。 この二 つの世界は互 いに語 り手の「私」
の引っ張 り,前 者の 「びつき引 き,ひ からびて,'完全 に使い もの にな らな くなった」世界は,後 者の
「視覚の世界を高める快活さ」を引き立たせる役 目をする。 しかし,最後はそうした世界を創達 した
「私 」が幕引 きを して,い わば両者をその 「視界か ら消 し」去 ることで終 わ りを告げる。 ここでは 「リ




招 く」 こ とを避けることに力点があったのだ。 ジ ェエ ッ トやフ リーマ ン,シ ョパ ン,そ してギルマン
鼠
といった才能豊かな女流作家のうち,特にジュエットは豊かな表層的な世界の足下て難いている 「理
解不能で混乱 きわま りない」事実(性 的 自堕落,狂 気,不 具,老 齢,病,等)を 目撃 したからこそ,
この手法 を取 りざ るを得なか ったのだ と思われる。作品の最後は こう記されている。
やがて風は強 く吹きはじめ,私たちは岬の長 く囲まれた突端を回航するために,沖 にむかって出
た。 そ して私がふたたび後方 を見る と,島 々や岬の突端は ともに走 っていたが,ダ ネ ッ ト ・ランデ
ィング とすべてのそのあた りの海岸は姿を消 して しまった。(213)
この最終場面 とあいまって,バ ーダーのまさに画期的な解釈は,従 来,た だ単 に牧歌的 と見 られて き
た地方色文学に,新たなる視点と,ある種の悲劇性を孕んだ文学 としての可能性を与えている。
ただジュリア ・バーダーが見落 としたか,枠 組みか ら恣意的 に外 したのか,筆 者にはひ どく印象的
な場面が作品の最終章にある。「溶けゆ くヴィジ ョン」か らそれて,「私」のかたわ らに残 る堅実な実
在の 〈もの〉その もので,ト ッ ド夫人が 「私」への贈 り物 としてそっ としのばせておいた夕食 用の弁
当・や箱 に入 った 「珊瑚のピソ」がそれ℃ある。
私は台所のテーブルの上に小さな包装が置いてあるのを発見した。それは古風な西イン ドの篭
で,そ の所 有者が大切 に していた ことも知 って おり,私 も一度は賞賛 したものだ。私の航路の夕食
用に心温 まる食料品がその傍 らにあ り,き ちん と結わえたニガヨモギ一束 と月桂樹の小枝,そ れに
ネイサソが哀れなジョアソナに与えようとして家にもち帰った珊瑚のピンを収めた小さな古い皮の
箱 が添 えて あ った。(210-211)
思えばあの 「珊瑚のピン」はジョアソナが自分に受け取る資格はないとして拒絶 したものである。(ジ
ヨアソナはその時点で女の微を棄てたのである。珊瑚のビソは女の化粧,女 の操を守るものの象徴 と
して考 え られる。)トヅ ド夫人に とって も,こ の因縁 ある品をあ えて語 り手 であ る 「私」に与 えるこ
とによって,一 夏の交清 の印 としたが ったのだ。 この地 を訪 ねた語 り手 「私」の心 に永遠 に刻まれる
べき友愛の結晶として,また女系社会の女から女への贈 り物 として,作者はささやかなモラルを物語
の片隅 に光らせたに違いない。 どんなささいな ことにでも,神 経 を行 き渡 らせるこ とによって人 々の
生 きた証を残 したい と思うのはジ ュエ ッ トだけではあるまい と思うが,ジ ュエッ トの魅力は,ご く自
然にひとの気持ちを他人に伝えたいと願う時の絶妙なタイミングにある。田舎びとの純朴な心根をジ
ユエ ッ トは どこまで も信 じ,同性愛的な女の牙城 から,「楽天的」*16な,あるいはセンチ メンタル と
思わ:れるかもしれないが,し か し断固 とした主張 を,ジ ュエ ヅトは読者にメヅセージ として伝 えたか
ったのである。筆者はそれをジュエッ トな りの女の 「自由」の表現 として とってみたいのである。




述 べ ない こ とは,ジ ェ リア ・バ ー ダーの 説 も,マ イ クル ・ダ ビ ッ ト ・ベル(MichaelDavittBell)の
『アメ リカン ・リア リズムの問題』の肝心なポイン トを触れないで通過 して しまうことになる。それ
は また パー ダー の 「溶 け ゆ くヴ ィジ ョン」論 に おい て,メ リー ・ウ ィル キ ンズ ・フ リー マ ンや シ ャー
ロッ ト・ギルマンに言及 しているポイン トが片手落ちにな りかねないか らであ る。 この問題の追求の
張本人はリ トルペー ジ船長(CaptainLittlepage)であ り,彼 の不思議な言動 を無視 してはアメ リカ
・リア リズムの問題 は宙に浮いたままである。
リ トルページ船長 は退役の船長である。今はその奇妙な言動によってボケ老人 というこ とで,ダ ネ
ッ トの人たちか ら敬遠 されている。語 り手の 「私」は窓辺に寄 り掛かって遠 く虚空を見ている彼に興
味をもち,あ る 日立 ち寄って,彼 か ら不思議な北極圏での体験談を聞 く。彼の話 によれば彼の乗った
船が北極で遭難 し,彼 がそこで見たものは,こ の世の もの とは思われぬ奇怪な灰色のけ ものの群で,
彼らの襲撃に遭 い,そ の場 を逃 れた船長は,幽 霊の町(ghosttown>がこの世の ものではない,「待
つべ き世界」,すなわち来世ではなかったか と言 う。「私」 もつい話に引き込 まれてい'き,引き込まれ
るということが,こ の幻の ような 「幽霊の町」が実在 していたのだ と言い張 る船長 とともに,ダ ネッ
ト ・ランデ ィングの町 自体が夢のような架空の世界であることを,作 者ジ ュエ ッ トが設定 していたの
であ る。
普通アメ リカ ・リアリズム という場合には,W.D.ハウエルズの定義めいた もの を引 き合いに出す
のが普通である。彼は 「編集者の書斎」 をもとに した 『批評 と虚構』(1891)*17の中で,「ミケラン
ジェロの 〈広場の光〉,すなわち,普 通人の視線 こそ彫像 に投げ掛け られた最上の光であ る」 とリア
リズムの根本原理 を説 き,生 の真実 さの写実こそが リア リズムの根幹であると説 く。「まさに彼の リ
アリズム論は 〈普通人の視線〉で見られた くあ りふれ牽陽の光〉のもとで演じられる平凡の日常の人
々の 自然味あふれた葛藤や情緒や哀感を忠実に追 ってい くこと」であ り「事象の一つ一つを丹念に「平
等」に 「民主的」に処理 に撤する」こ とであった*18。この主張 は長い ことアメ リカ ・リア リズムの
基本概念であった。
概略上の ような常道で行 くと,当 然 リ トル船長の ような存在は,た わいない老 いの狂言 ということ
によって,日 常の生活圏か ら弾 き飛ばされて しまうし,ト ッ ド夫人のような実利主義の常道を歩む人
が支配する女系世界ではまず問題にされない。まして作者自身のリアリズム作家 としての位置づけさ
え危 う くな って くる。
長いあいだリトル船長の存在をなかば無視同然の姿勢をとってきたのがリアリズム理論家の趨勢で
あ り,筆 者 もその一人であったことを告 白せねばな らない。 リア リズムの本幹から外れた船長のよう
L一
な言動を本気 になって捉え返そうとし始めたのはやは りジュリア ・バーダーが初めてではなか ったろ
うか。
リアリズムの世界と幻の世界 とは噛み合わないめは当然である。ジュエットが女性中心の世界に安
泰 しているとみせて,じ つは男(女)が 肉体的 に衰退 し,想 像力だけで生 きのび,話 すことが老いの
繰 り言にす ぎないような世界を好んで書いていた。創作の題材にしたがったのが,男 女の差異 がすで





がするなんて,な んてすて きなので しょう1」*39
だがリアリズムと相反する世界ばかりを書いていたのでは中央文壇から,また読者から見放される
不安 があ って,「溶 けゆ くヴ ィジ ョン」を想定 しないわけには行 かなか ったのであ ろう。独 り身の老
人テ ィリーが魚の網 を しかける姿が波間 に しだいに消えてい くのを見つめる 「私」は,た だ単に田舎
か ら足早 に駆け抜けてい く若人の姿(『ディープヘイヴソ』のヘ レン とケイ ト)で はな く,老 いてい
く自分の絵姿を鏡に見るような孤独 と焦燥に戸惑う 「私」ではなかったのか?そ うしたことすべて
を配慮 したバー ダーの論文 やベルの論文が注 目されるのは当然 とい えよう。
皿
ジ ュエ ヅ トに対抗 してケイ ト・ショパン(耳ateChopin)が挙げ られ る。ふた りはほぼ同時代に生
きて,フ ェミニズム側か ら発言 されると,対 照 して論 じられることが多い。 またふた りはその作風が
あま りに も対照的で,.当然近代モダニズムの様相 からす ると,後 者の,二 十世紀 を見越 した,一 歩抜
け出た大胆な性表現には拍手を送 らねばならない。と同時に,彼女が果敢に挑戦した自然主義的な発
想をも一度は通過せねばな らないネックがあるように思える。彼女の孤独な挑戦が,当 時の文壇 との
戦いであるの と同時に,遙 かに宇宙 に向け られた戦標すべ き戦いではなかったのか と筆者は思 う。
シ ョパ ンは初期 の 『途方 に暮れて』(AtFault)(1890)を発表 したが,テ ーマ的な混乱 があって,
習作 の域 を出 ず,そ の後 で た小 品 では 「モ ブ リ夫 人 の理 由」("Mr:.Mobry'sReason")(1891),「デ
ジ レの赤 ん坊 」("Desiree'sBaby")(1892)や「一 時間 の物 語」("TheStoryofanHour"),(1894)「妻
の 手 紙 」("HerLetter")(1894),「ア セ ナ イ ー ゼ 」(``Ath6naise")(1895)「ア カ デ ィ ア の 夜 」(``A
NightinAcadie")(1896)等が印 象深 い。
だが,何 とい って も印象深 い作 品 は1899年に書 か;れたr目 覚 め』(TheAwakening)であ ろ う。
この小説は南部ニ ューオー リンズを舞台に している。'健康的で 「きりつ とした目鼻立ちの」若 い人
妻 エ ドナ ・ポ ン テ リエール(EdonaPontdlier)がク レオ ール 人の 夫(Leonce)と幼 い二 人 の男 の子
供がいるにもかかわらず,同 じク レオール人の青年 ロバー ト(RobertLebrun)と,ついで不良成年
アルセイ ・アロービソ(AlceeArobin)と不倫関係をもつ。「性」に目覚め る人妻 をテーマに した も
ので,最 後は海 に入水 して命 を断 つとい うシ ョッキングなテーマで,当 時の読者,な らびに批評家た
ちには大変な衝撃を与え物議をかもした作品である。
しか し,主人公エ ドナ ・ポソテ リエールは,自 分に与え られた性的 シンボルか ら脱 して,マ ラルメ
的な戦標の宇宙を見据えていたのではないか,と想像 したくなる場面がある。作家が意識的にエ ドナ






だが,意 識の奇妙にな じみのない場面で,ふ くれ上がったわけのわか らない抑圧感が苦 しみを体
の中に満たしてい くようだった。ついそ知 らなかった不思議な感 じとひとつの気分だった。夫を沓
めているのではない。 自分をこんなところに追い込んだ と,運命を嘆いているのでもない。ただ,
一人で思い切って泣いているのだった。(886)(3章)*20
「ただわけもわか らず…… 自分 をこんな ところに追 い込んだ」運命 と感 じるエ ドナが溜池の涙を流
す姿には,19世紀的 ヒロインの自負心の強い,品 位は高いがやや型 にはまった女性豫は影 も形 もな
い。ここにはひ弱で,絶 えず人に依存せず にはいられないまさに赤裸々な現代人の絶対の孤独,世 紀
末の北欧の画家ムンクの描 く 『叫び』のような不安の立像がある。エ ドナの病的なまでの孤独は,単
にロバー トととの恋愛で目覚めた女のさが 〔性〕ばかりではな く,家事に追われ,真 の自由を得 られ
ぬまま生 きてきた ことの悔 しさが孤独の原因になったとも考え られる(ク レオール人社会 との軋櫟,
人のよい夫の家長的な猫可愛がられ方ももちろん考えられる)が,「人間としての宇宙での自分の位
置」(893)(6章〉を確認するうちに,目 覚めた己の存在の無為感 と宇宙の中のただ一人であることの
実存に原因 があるのではないか と思われる。例zば 避暑に来ている人たちのパーティ(9章)で,ラ.
イッの奏でるピアノの曲を聞いているうちにエ ドナが涙する場面がある。
彼女がそれ 〔ピアノ曲 「孤独」〕を聞いた時,彼 女の想像力の 目前に,海 岸の荒涼たる岩のかた
わらに立 っている男の姿が浮かんで きた。彼は裸であ った。彼の態度は絶 望 した諦めの態度を と
り,彼 か ら離れようと翼 を広げて飛び立 とうとしている鳥のほうを見ていた。(906)
この文章の後で 「情熱そのものが彼女の魂の中から盛り上がり,波が彼女の美しい肉体を毎日打ち
つけるように,魂 を揺さぶ り,激 しく打ちすえた。彼女は震 え,喉 を詰まらせ,涙 で何 も見えな くな
った」(906)となっているのだが,「孤独」という曲でエ ドナの音楽 と情念が合体 して 「想像力」を
掻 き立て,情 念の発達 と自我の拡大を発見 して,自 分の繧小な存在を確認 した ときに,な りふ りかま
わず涙 した,と 取る。これを敷宿 して考えて,薫 条たる無の世界 に,絶 対の孤独の 「情熱」が瞬時 に
噴き出たと考えるのも妥当ではないだろうか?これを性的不満の青年 とのゆきずりの恋愛にかまけ
た,エ ドナの放増な個性の現れととれな くはない。 しか し彼女の不安はどうやら精神不安定か らくる
ところがあるようだ。35章にも 「その晩眠 りに落ちた時にはなんの落胆はなか ったo.だが翌朝 日が
覚めてみ ると,希 望はなかった。」(989)もぞ うした ことを思わせる。(病理学的に判断すれば躁欝
病 とも考えられる。)この 「不安」 と 「憧れ」 とが入 り交 じって,彼 女をい よい よ焦燥へ と流れ込ま.
せる。 しか しこの 「不安」が海に対する生命の危機感(「死の素早いヴィジ ョンが彼女の心を打った。」
(908))を乗 り越えてさせ,最 後 「憧れ」が海 との永遠 と一体感 となってい くことは言 うまでもない
だ ろ う。





はい って も,す でに子供を二人生んでいる人妻であ り,ギ性」その もの満足度はそれな りにあったの
ではないかと思われる。そうでなければ彼女はニンフォマニア的存在 として見られて しまう恐れがあ
る。彼女を 「性」解放の狼煙火の ような言い方をするには不当すぎるように思われる。批評家二一ナ
・バイム(NinaBaym)の言葉がある。「性的特質はその時間 と場所 に しては異常 なあか らさまで描
かれている。 しか し(性 的な)あ か らさま と言 っても,真 正直な開放的な性の行動 が,社 会的,個 人
的 にも望 ま しい 目標 に導 くであ ろうことの確信か ら由来す るものではない。」21世のフェミニス トたち
に公言 されるようなおおっぴらに行われるのではな く,そ れだけが 目的ではない,愛 の証 として果た
されるのだ とパイムは主張する。エ ドナの性への 目覚めは,次 第 に確立されて くる自分の 「人間 とし
ての宇宙 での位置」 と同時進行 しているこ とはい うまで もない。 しか しエ ドナが性的に 「目覚める」
こ とは 「社会 的世 界 」 が崩 壊 し始 ま る こ とを も意 味 す る とJeromeKlinkowitzは言 う*22。エ ドナ の
ひ とりよが りの迷走はここか ら始まるのである。
エ ドナはそ うした煩わ しさか らの解 き放たれ,文 字通 り情熱のお もむ くままに生 きる決意を し,自
分を取 り巻 く関係をふ り捨てて自由にきままに生 きようとする。 しか しそれ もままな らず,ま た情熱
が空 回 りす るにす ぎない こと(ロ バー トの気の弱さを作者 自身憤慨 している*23)を知 って,自 我の
空しさと限界を知 り,海の無限のやさしさに身をゆだねようと決意する。女性を甘やかしの関係で操
る父権制度の無理解の世界から脱出を図る解放のヴィジョン(「誘惑者のような海」)と,病めるヴィ
ジ ョン(「瀕死の裸体の男 と羽 を折 られ墜落す る鳥」)とが交錯 する中を,エ ドナはすべての しが らみ
を脱 ぎ捨 てて,全 くの く自由な〉姿 にな り,遙 かに悠久の世界をめざ して海に入る。
大空の下で裸身で立つ,何 という厳 かな,不 思議な感 じなのだろう!何 という美 しいことだろ
う!生 まれたばか りの生 き物,こ の世界に,今 初めて 目を開こう としている生物 のようにもエ ド
ナ は 自分 を感 じて いた 。...誘惑者 の よ うに,海 は柔 らか く,や さ し く,彼 女 の躰 を抱 擁 す る。...遥
かな浜を見た。一瞬去年の恐怖がよみがえった。 しか しそれ も束の間のことだったg_ポ ーチの上
を歩 く,騎兵将校の拍車の音を聞いた。蜂の捻 り越えがあって,爵 香に似たせ きち くの香 りが,あ




シ ョッキングではあるが,そ れ よりエ ドナ とロバー トが最後の密会をす る場面は当時はもっと衝撃的
であったに違いない。
「ロバ ー ト,眠 って い るの?」




柔 らか く,冷 た く,た おやかな 口付けであった。その口付けは官能の棘 となって,ロ バー トの全
身を刺 し貫いた。エ ドナの躰が離れ る。立ち上 がったロバー トはエ ドナを両腕に抱いた。彼の頬
に手 を添えて,エ ドナが顔をよせた。 その仕草には限 りないやさ しさ と愛 とが篭 もっていた。 も
う一度,ロ バー トの唇が触れた。 やがて彼はエ ドナをソフ ァーに坐 らせ ると,そ の手 をとった。
(991)
二一ナ ・バイムの表現でいえば 「彼女はセ ックスに目覚めたが,し か しその 目覚めは何の結果を
ももた らさなか った。」*24。この愛 と官能 の 目覚めのプ ロセ スは作者 シ ョパンにはなかば不本意 で
あった*25とはいえ,19世紀の迷妄か らようや く離脱 しようとしていた彼女の読者層 にはまさに衝
撃的であったろう。それまでぬ くぬ くと温室で育 ってきたアメ リカの文壇,お よび読者層 に女性作
家が鉄槌 を下 したことは特質すべ きこ とだった といわねばな らない。『目覚め』 が発禁同様の処 分
を受け, さまざまな妨害 を体験 したのち,わ ずかな五年ほ どでシ ョパンはこの世 を去 って しまった
ことを考 えると,コ ムス トック法案の嵐が吹 き荒れていたアメ リカの当時の保守派が容赦な く女流
作家の行手を阻んだことは事実であ る。 またシ ャーロッテ ・ギルマソの 「黄色い壁紙」("TheYe1・
10wWaUpapor")が1892年に発表されなが ら全 く陽の 月を見たかったの も,精 神病院 に閉 じ込め
られた女性め叫びが封鎖的な社会に無視されたことを象徴,具現するものだ し,女性の権利を正当
に認めない当時 の父権制度 がまだまだ陣を張 っていた ことの証拠であ った。 しか し1893年にステ
イーブン ・クレイソの自然主義的小説 『町の女のマギー』 が出て,新 しい息吹 きが感 じられ,シ オ
ドア ・ドライサー の 『シスター ・キ ャリー』 が世 に送 り出 されて 直ちに発禁処分 にな ったのが
1900年であった ことを思 うとき1女 流作家たち もそれに呼応 して,真 の人生 への叫び と主張 とい
う形を とり始めたのが19世紀末であ ったことであった と断言 して よいだろう。
女性が家庭を離れて,真 の女性橡を築 くべ く社会に出ていき,「新 しい女性」(NewWomen)を
唱道 し始めたの もこの時代の 目立つ特長であった。 ようや く女権的地位が叫ばれは じめたころ,地
方色作家 とよばれた女流作家が,自 分のスタンスで,自 分 の守備範囲で,自 分独 自のヴィジ ョンで





(紙面の都合上 フ リーマン とギルマ ソについての言及がされなか ったが,ま だめ機会 に譲 りた
い 。)
(注)
1.EdithWharton,TheAgeoflnnocence(CharlesScribner'sSons,NewYork,1968)p.42E.ウォ ー トン 『エ イ






3.'LettersofSarahO㍑θル 膨'ち ε`AnnieFields(HoughtonMifflinCompany,Boston,1911)p.13(これ は
JewettがまだAnnieFieldsと親交を深めて間 もないころの手紙のほんの一部に過 ぎないが,著 名人 との深ま






6. 翫 励0η2召 加6'昆 θ"僑ed.RichardCary(ColbyCollegePress,Waterville,1967)pp.35-6




E亘izabethSilve比horne,Sご擢 乃0魏 θ.形卿 鵡 ノ1Write〆sLife,``TheQueenofSheba"(TheOverlookPress,
Woodstock,NewYork,1993)





はニ ューイングラン ドの見 棄て られた村 での生活を..。私の先達であるメリー ・ウキルキンズやセアラ ・オー
ソ ・ジ ュエ ッ トのパラ色の眼鏡 を通 して見 られた もの とはまった く異なって,あ りの ままの生活 を描 きたい と
思 っ た 。」
13.Jewettが友愛 の絆で結ば れた男性はGreenleafWhittierとかWadsworth恥ngfellowといった老齢の詩人ば
か りで,彼 らの詩魂がニューイングラン ドに根差 した ものをJewettは愛 しつづけたのである。あ くまでも彼
女 好 み もあ った が,Walt.WhitmanやMarkTwainとは 全 く縁 は な か っ た 。
14.小町谷朝生 『色彩 と感性のポ リフ ォニー』動草書房,1992)p.163.「男性は寒色好み,女 性は暖色好み とい
う原則的図式」⇒「明るい緑は,満 足 している心の大 きさが表れている。一方,暗 い緑色には哀 しい,不 満足な
思いが託されている。...必要なのは 「母の暖かさ」であ り...暗い重い緑は,心 を暖めて欲 しい と言 っている
色なのである。」(p.171)〔中略は筆者〕
15.JuliaBader,Ibid.,pp.176-198
16.研 究 家JuneHowardはNewEssaysottTheCountryofthePointedFirsの序 文 の な か で 「彼 女 は ソ フ ィス テ ィ





















25.AKateChopinMiscellany,q螂C鉱.P.137PublishedinBookNews.17(july1899)全文 の 訳 。 「一 群 の 人 々
の運命を私の自由にできるのだから,彼らを同じ運命に投げ込んでみたらどんなことになるのか,その結果に
興味を持った。だが,ポ ソテリエール夫人 があのような無茶を しでか して,彼 女自身の破滅 を編み出 してい く
だろうことなど,思 いもよらなかった。いささかでもそうした予見が私にあ ったなら,そ んな彼女 を仲間から
除外 していたと思 った。 しか し彼女が物語 にかかわっていることに私が気づいた時,こ の物語は もう半分以上
も進んでいたので,手 の施 しようがなかったのである。」 しか し 「無茶を しでかす」 といってもこれはひ とつ
の弁解であって,シ ョパンは創作のプロセスに追 ってい くうちにのっぴ きな らない羽目に陥 って しまったので
あろうし,あ る種の英断をもって書き続けたということが真実であろうから,そ の勇気をむ しろ讃えたい。
F
またChopinのこの言葉を引用 して,Jero磁eK璽inkowitzは注21の 「ケイ ト・シ ョパ ンの 自然主義への目覚
め」と題する論文の中で,C遊opinの「彼女 自身の実験室に起こったこと,つ まりエ ドナ ・ポンチ リエーの 目
覚めを書いたのである」と記述 している。ショパンの自然主義への傾斜をさまざまな文章例から引き出 してい
る好論文である。
(かめやま てるお)
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